まら わ.. こ ま 

腸 を 開いた ように、 あらゆる 方向に 匍い 並んで いま 

「第一 不思議な の は 本 艦の 方向 だよ。 或 時 は 東南へ 

走って いるかと 思う と、 或 時 は 又 真東へ 艦首 を 向けて 

いる」 

「そうだ。 俺 は 昨夜、 オリオン 星座 を 見た が、 こり や 

ひょっとすると、 飛んでも ない 面白い ところへ 出る ぞ 

と 思った よ」 

「面白い ところへ 出る つて、 どこかい。 おい、 いえよ」 

「う ふ。 その 面白い ところと いうの はな」 

「うん」 



発令 所に は、 さっきまで 司令塔に いた 艦長と 先任 将 

校と が、 いつの 間に か 儼然たる 姿 を 現して います。 そ 

して 艦長の 清 川 大尉の 手に は、 一枚の 紙片が、 しっか 

と 握られて います。 

「全員 集合し ました ッ」 

当直 将校が 報告 をいた しました。 

「気を付け ッ」 

一斉に、 サッ と、 全員 は 直立不動の 姿勢 を とりまし 

た。 何と はなしに、 激しい 緊張が 全身に 匍い あがって 

きて、 身： K: が 細かく 震える ようです。 



艦長 は、 一歩 前へ 進みました。 

「唯今、 本国から 重大なる 報告が あつたか らして、 一 

しる 

同に 伝える」 艦長 は 無線電信 を 記した 紙片 をう やう や 

おし 、- ただ 

しく 押 戴いて、 「大元帥 陛下に は、 只今、 X 国に 対し 

しょ ラ ちょく 

て 宣戦の 詔 勅 を 下し 給うた」 

X 国へ 対して 宣戦布告 —— 一 同 は 電気に でも 触れた 

ように、 ハツと しました。 乗組員た ち は、 かねてこう 

いう ことがあろうかと 覚悟 をして いた ものの、 いよい 

よ 詔勅が 下った となると、 俄かに 血が 煮え くりかえる 

ようです。 思わず グッと 握りし めた 拳に、 ねつと り 

汗が 滲みで ました。 



「皇国の ために 万歳 を 唱える」 艦長 は静 にいい ました _ 

しかし その 両眼 は 忠勇の 光に 輝いて いました。 

「大日 本 帝国、 万歳！」 

「ばん ざ— い」 

「ばん ざ— い」 

「ばん ざ— い」 

艦 内 は 破れん ばかりに 反響し ました。 

「次に —— 」 艦長 は 語 を 改めました。 「南太平洋に 出 

動 中の 連合艦隊 司令長官 閣下から、 本 戦隊の 任務に つ 

いて 命令が あつたが、 それ を 報告す るに 先立て、 本 艦 

の 現在の 位置に ついて 述べる」 



乗組員 は、 いまや 待ちに 待った 本 艦の 位置が 判 るん 

だと 知って、 思わず 唾 を ゴクリ とのみ こんだ のです。 

r —— 本 艦 は 現在、 米国 領 ハワイの 東方 約 二 千 キロの 

位置に ある」 

乗組員 は、 思わず 口の 中で、 「あ ッ」 と 小さい 叫び声 

を あげました。 

ああ、 X 領 ハワイ。 

X 国 艦隊が 太平洋で 無二の 足場と たのむ 島。 大 軍港 

の ある ハワイ。 

その ハワイ を 更に 東へ 二 千 キロ も、 X 国本 土に 近づ 

いたと ころに、 わが 潜水 戦隊 は 入 りこんで いるので し 



た。 

まるで X の 巣の 中です。 ちょいと 手 を 伸ばした だけ 

で、 すぐめ ぼしい 相手に ぶっかれ るので す。 また それ 

だけ 自分の 身の上に 大 危険が ある わけです が、 そんな 

こと を 気に かける ような 乗組員 は、 一 人 もありません 

はる 

でした。 それにしても、 わが 潜水 戦隊の、 この 遥かな 

る 遠征の 使命 は、 いかなる ことでありましょう か。 

「最後に、 本 戦隊に 下された 命令 を 読み あげる」 艦長 

はぐる りと 一 同 を 見 まわしました。 

「連合艦隊 司令長官 命令。 X 領 ハワイ 島パ— ル 軍港 二 

集リ タル X ノ 大西洋 及ビ 太平洋 合同 艦隊 ハ、 吾ガ 帝国 



領土 占領 ノ 目的 ヲ 以テ、 今ャ西 太平洋 二 出航 セン トセ 

ルモ、 ハワイ 根拠地 ノ 防備 一一 一 大 欠陥 アル ヲ 発見 セリ。 

タダチ 

ヨリ テ 直 二 二 個 師団 ノ 陸兵 及 ビ 多数 武器 ヲ大 商船隊 

二乗 セ、 運河 ヲ 通過 シテ^ V へ向ケ 出発 セシ 

メ タリ。 モシ コノ大 商船隊 ヲ シテ、 ハワイ 二 到着 セシ 

メン 力、 島ハ 一 躍、 難攻不落 ノ 要塞 ト ナリ、 X 

軍ノ 東洋 進出 ヲ 容易 ナ ラシ メ、 進 ミテ、 皇国 ノ 一 大危 

機ヲ 生ズル ニ至ル べシ。 故 二 第 十三 潜水 戦隊 ハ^ V 

ト、 パ ナマ 運河 トヲ 結ブ 海面 附近 二 出動 シ、 途中 ニォ 

ィテ コレヲ 撃滅 スべ シ。 終」 

非常に 重大なる 任務でした。 間もなく 日 X 両軍の 主 



力 艦隊が 決戦しょう という 時、 この 大 商船隊が ハワイ 

につけば、 X 艦隊 は 岩 を ふまえた 虎の ように 強くなる 

でしよう。 又 その 反対に、 この 大 商船隊 を 撃滅 出来れ 

ば、 わが 連合艦隊の 作戦 は 大分 楽になります。 随 つて、 

まち 

この 大 商船隊 を 葬る か、 それとも その 商船隊 を 護る X 

の 艦隊に こっちが 撃退され るかに よって、 両軍 決戦の 

勝敗が ど つちかへ ハツ キリき まること になる のです。 

清 川 艦長 はこの こと を 一 通リ 部下に 説明した のち、 

一 段 声 を 励まして いいました。 

「大元帥 陛下の 御 命令に より、 只今から わが 第 十三 潜 

水 戦隊 は、 この 名誉 ある 任務 を果 そうとす るの だ。 I 



I 総員、 直に 配置に つけ ッ」 

一 同 はもう 一 度、 万歳 を 唱えたい の を 我慢して、 サッ 

と 挙手の 敬礼 をして 忠勇 を 誓いました。 誰の 顔に も、 

見る見る うちに、 盆と 正月と が 一 緒に 来たよう な 喜色 

が ハツ キリと 浮かび 上りました。 操舵手 は 舵 機のと こ 

ろへ、 魚雷 射手 は 発射 管のと ころへ、 飛んで ゆき まし 

た。 



X の 駆逐艦に 見つかる 八 門の 

大砲に ねらわれての 大 離れ わざ 



いさ ふなあし 

勇みに 勇む 第 十三 潜水 戦隊 は、 その 日から 船 脚に 鞭 

うって、 東南東の 海面へ 進撃して ゆきました、 いよい 

よ X 国 は 近くなる 一 方です。 

それ は 宣戦布告 を 聞いて から、 丁度 六日 目にあた る 

ひる さが 

日の 昼 下りの ことで ありました。 第 八 潜水艦の 司令塔 

は、 にわかに 活潑 になって きました。 

「どうも 哨戒 艦 (見張の 軍艦) らしい な」 と 清 川 艦長 

が 叫びました。 

「まだ 向う は 気が ついていない ようです ね」 



先任将校 は 双眼鏡から 眼 を 離して、 いいました。 

「艦長 どの、 旗艦から 報告です。 『正面 水平線 上 二 X 

国 二等 駆逐艦 ニ隻現 ル』」 伝令です。 

「よし、 御苦労」 

行く手に あたって、 高く あがった 微かな 煤煙 は、 だ 

なるほど 

ん だんと 大きくな つて 来ます。 よく 見る と、 成程 それ 

は X の 二等 駆逐艦が ニ隻 並んで こちらへ 進んで 来て い 

るので す。 潜水艦の 二倍 もの 快速 力で 走り、 そして 優 

勢な 大砲 を 積んで いると いう、 潜水艦に とって は 中々 

の 苦手、 その 駆逐艦が、 しかも ニ隻 です。 

だから、 この場合 潜水 戦隊と して は、 出来るだけ 姿 



を 見せずに 逃げ だすの が 普通な のです。 

「艦長 どの。 司令官 閣下から、 お 電話であります」 

伝令 兵 は 忙しく、 清 川 大尉の 方へ 報告 をいた しまし 

た。 

「うむ。 I— 」 

大尉が 無線電話 機 をと りあげて 見ます と、 待ち かま 

えたよう に、 司令官の 声が しました。 

その 電話 は、 X を 控えて、 二分 間 ほど も 続きました。 

その 間に、 この 難関 を切リ ぬける 作戦が まとま リ まし 

た。 

「それで は —— 」 と 司令官 は 電話機の 彼方から 態度 を 



正して いわれました。 

てんゆう 

「貴 艦の 武運と 天佑 を 祈る」 

「ありがとう 存じます。 それで は 直に 行動に 移ります。 

ご免 ッ」 

電話機 は ガチャ リと 下に 置かれました。 

(ょォ し、 やる ぞッ！ ) 

艦長の 顔面に は、 固い 決心の 色が、 実に アリア リと 

出て います。 

「総員 戦闘 位置に つけ ッ」 

そう 叫んだ 艦長 は、 旗艦 はじめ 四隻の 僚艦の 行動 を、 

司令塔の 上から じッと 見て います。 四 艦 は グッと 揃つ 



て 右に 艦首 を 曲げました。 そして グン ダンと 潜航です。 

見る見る 波間に 姿 は 隠れて しまいました。 海上に 残つ 

たの はわが 第 八 潜水艦 一 隻 だけです。 

「水面 航行の まま、 全速 カツ」 

ビ ュ ー ンと 推進機 は 響 をた てて 波 を 蹴り はじめ まし 

た。 何とい う 無茶な 分らない 振舞であろう！ まるで、 

敵の 牙の 中へ 自らと びこんで ゆく ような ものです。 

五分、 十分、 十五 分 …… 。 

航路 を やや 外れ かかった X の 哨戒 艦が、 俄かに 艦首 

を 向け かえて、 矢の ように、 こっちへ 向って 来ます。 

ああ、 遂に X の 駆逐艦 ニ隻 と、 第 八 潜水艦との 正面 



衝突 —— これ は どっちの 勝 だか、 素人に も 判る ことで 

す。 恐らく 潜水艦の 砲 力が 及ばない 遠方から、 はるか 

に 優勢な 駆逐艦の 十 サン チ 砲弾が、 潜水艦 上に 雪合戦 

のように 抛げ かけられる ことでしょう。 そう なれば 

ひとた ま 

一 溜り もありません。 

しかし 艦長の 清 川 大尉 は、 悠々 と 落ちついて いまし 

た。 味方の 四 艦から は、 もうかな り 離れました。 その 

ときです。 

「面舵 一 杯ッ」 

艦長の 号令に、 艦首 は ググッ と 右へ 急 廻転し ました。 

X の 哨戒 艦 も、 これに 追いす がるよう に、 俄かに 進 



路を かえました。 四千 メ— トル、 三千 メ— トル …… 。 

X の 四 門の 砲身 は キリ キリ キリと 右へ 動きました。 

「あ ッ」 

ほのお ひらめ 

八 門の 砲口から、 ピ カリ 赤黒い 焰が 閃きました。 

と 同時に 真黒い 哨 煙が パッと 拡がりました。 一 斉 砲撃 

です。 

ど ど ー ン。 ど ど、 ど ど— ン。 

司令塔の やや 後の 海面に、 真白な 太い 水柱が ドッ と 

逆立ちました。 まだす こし 遠す ぎた ようです。 

「X 艦 は あわてて いる ぞッ」 

清 川 艦長 は 微笑し ました。 



「もう 少し だ。 全速力！」 

〇 号 潜水艦 はあり つ たけの 快速 力 を 出して 走ります。 

しかし、 X 艦 は ダン ダン 近づいて、 いよいよ 完全に 弾 

丸のと どく 所へ 迫りました。 砲身に は 既に 新たな 砲弾 

が塡 めら れ たようです。 こんどぶ つ 放された が 最後、 

潜水艦 は どっちみ ち 沈没す るか、 さもなくても 大破 は 

きも 

免れないでしょう。 乗組員の 胆の あたりに、 何 か 氷の 

ように 冷い ものが 触れた ように 感じました。 

そのと きです。 

、、ゝ 、 vr 、 vr / o 

力 力 力. 1 ン 

さ ッと周 を とりまいた 黒煙。 



「ぁッ —— 」 

「やられた な、 どうした 伝令 兵！」 

艦長の 声です。 弾丸 は 司令塔の 一部 を 削りと つて 海 

中へ •：•： 。 

「しっかり しろ、 傷 は 浅い」 と 先任将校。 

X の 大砲 は、 いよいよね らいがき まって 来たよう で 

す。 いよいよ 危ぃ 次の 瞬間 …… 。 

「おお、 あれ 見よ！」 

今や 追撃 の 真 最中 だ つた X の 哨戒 艦の 横腹に、 突然 

めまい 

太い 水柱が あがりました。 くらくらと 眩暈の する よう 

な 閃光。 と、 ちょっと 間 をお いて、 あたり を 吹きとば 



すよう な大 音響！ 

ど ど ー ン、 ぐ わ— ン。 

X 艦の 胴中から 四方八方に 噴き 拡る 黒煙。 —— 檣 

が 折れて 空中に 舞い 上る。 煙突が 半分ば かり、 どこか 

へ 吹きとば される。 何だか 真黒 い 木片 だか 鉄板 だ か 知 

れな いものが、 無数に 空中 をヒ ラヒラ 飛んで いる。 

「作戦 は 図に 当った ぞッ」 

艦長 は 叫びました、 X 艦隊 は 清 川 大尉の 第 八 潜水艦 

を 見付けて、 夢中に なって 追跡した のです。 まさか 他 

の 四隻の 潜水艦が 隠れて いると は 露知らず、 遂にう ま 

うま 計略に 載せられて、 僚艦 四隻の 待ち かまえて いた 



魚雷の ねらいの 中へ、 ひっぱり こまれた のでした。 

大きい といっても 二等 駆逐艦です。 ドン ドン 傾いて 

ゆきます。 X 兵 は 吾 勝ちに 海中へ 飛び こんでいます。 

「万歳！」 

「潜水 戦隊、 万歳！」 

海面 を 圧して、 どっと 喜びの 声が あがりました。 



無念の 手傷 

取 残された 第 八 潜水艦 



初陣に、 X の 哨戒 艦 ニ隻を 撃沈して、 凱歌 を あげた 

わが 第 十三 潜水 戦隊 は、 直に 隊形 を 整えて、 前進 をつ 

づけようと いたしました。 ところが、 ここに 大変 困つ 

たこと が 起り ました。 

それ は 一 番の 手柄 をた てた 第 八 潜水艦の 出入口の 蓋 

が、 敵弾に 壊された ことです。 これが しっかり 閉じら 

れな いと、 潜水す る こと は 出来ません。 

これに は 清 川 艦長 は 勿論の こと、 司令官 も 心 を 痛め 

られ ましたが、 しかし、 これから 先の 大事な 任務 を 思 

うと、 ここで ぐずぐず している わけに ゆかない のです _ 



な 気持に なれます。 

一時間 を 過ぎ、 もう 二 時間に なろうと いうと きに 

なって、 やっと 出入口の 鉄 蓋 は、 間に合わせながら 役 

に 立つ ようにな りました。 大変な 努力です。 そして 武 

運に 恵まれた この 艦 は、 その 間 X 国の 艦船に も 見つか 

らず にす みました。 一 同の 顔に は、 隠し きれない 喜び 

の 色が 浮かび あがりました。 

「やれやれ」 

「お祝いに、 煙草で ものもう」 

一 同ホッ として、 腰 をのば しかけた その 時です。 

監視 兵が、 俄かに 大声 を あげました。 



「艦長 どの、 X 船が 見えます。 本 艦の 左舷 二十 度の 方 

.JF です I 

「なに X 船！」 艦長 は 直に 双眼鏡 をと つて、 海面 を 見 

渡しました。 「うん、 これ は X 国の 汽船 だな。 これ は 

大きい。 まず、 三 万噸は ある」 

「軍需品 を 積んで いるよう ですな。 甲板の 上にまで 積 

みあげて います」 

副 長が そういつ ている うちに、 汽船 は 急に 進路 を 曲 

げて、 こっちへ 驀進して 来ます。 

「おや、 あいつ、 こっちへ 向って くる ぞ」 

「こり や 怪しいで すな。 大砲 を 持って いる わけで もな 



いらし いです が」 

「とにかく 停船 命令に 一 発、 空砲 を 御馳走 してやれ」 

「はッ —— 主砲 砲撃 用意 ッ」 

艦 内 は 急に 緊張し ました。 実に 危 いこと でした。 も 

う 三十 分 も 早ければ、 潜水艦の 運命 はどうな つた かわ 

かりません。 

「艦長 どの 報告」 監視 兵が 突然 叫びました。 「X 船 か 

ら 飛行機が 飛 出しました。 只今 高度、 約 一 一 百メ— トル」 

「うん。 とうとう 仮面 を 脱ぎよ つた ぞ、 飛行機 を 積ん 

でい るから、 先生 気が 強いの だ」 

「艦長 どの。 艦上 攻撃 機です」 



潜っても 逃げよう としても だめです。 三十 メ— トル や 

四十 メ— トルの 深さで は、 海水 を 透して、 アリア リと 

見える からです。 また 水面 を 全速力で 逃げ出しても、 

またた 

潜水艦と 飛行機の 競走で は、 まったく 亀と 兎で、 瞬く 

間に 追いつかれて しまいます。 折角 危ぃ命 を 拾った と 

思った 第 八 潜水艦で したが、 どんなに もがいて みても、 

今度と いう 今度 は 最期が 迫 つたよう です。 

大 汽船 はと 見る と、 マストの 上に 鮮 かな X X 旗 を か 

かげ、 憎々 しく 落着いて、 こっち を 向いて 快走して き 

ます。 自分の 飛行機が どんなに 痛快に 日本の 潜水艦 を 

やっつけ るか、 高見の 見物 をしょう というつ もりに 違 



いありません。 

「生意気な 汽船 だ」 

先任将校が 耐え かねた ように、 口の 中で 怒鳴り まし 

た。 

しかし 誰もが、 もう 覚悟 をき めました。 この 上 は、 

艦長からの 果断なる 命令 を 待つ ばかりです。 

航程 六 千 キロ。 本国 を 後に して、 勇敢に も X 国の 海 

に 進入した 第 八 潜水艦 も、 遂に ここで 空しく 海底に 葬 

られ ねばならない のでし ようか。 

艦長 清 川 大尉 は、 ビク とも 驚きません。 ここで 騒い 

だり、 悲観して は 帝国 軍人の 名折れです。 



(日本 男子 は、 息の根の あるう ち は、 努力に 努力 を 重 

ねて、 頑張る の だッ) 

大尉 は 日頃から 思って いる こと を、 口の 中で いって 

みました。 

見れば、 X の 攻撃 機 は、 わが 艦の 砲撃 を さける かの 

ように、 やや 向う に 遠く離れて、 もっぱら 高度 を あげ 

る ことに 努めてい るので した。 やがて こっちの 手の 届 

かない 上空から 爆撃 を 始めよう という 作戦な のでし よ 

、つ。 

「よお し、 やる ぞ」 

大尉 は 何 か 決心 を 固めた ものら しく、 その 両眼 は 



潜 舵手が 明瞭な 声で 報告し ました。 

「よし、 そこで 当直 将校、 水中 聴音機で 探りながら、 

X の 汽船の 真下に、 潜り込む の だ。 丁度 真下に 潜って 

いないと、 危険 だぞ」 

艦長の 口から 出た 命令 は、 なんという 大胆な、 そし 

て 思い も かけぬ 作戦計画でしょう。 ところ もあろう に 

X 船の腹の 下に 潜れと いうので す。 成程、 この 大 汽船 

の 腹 は 広々 として、 〇 号 潜水艦の 五つ や 六つ は、 わけ 

なく 隠れる ことが 出来ます。 

乗組員 は 勇躍して、 艦 体 を 操りました。 

これに 気づいた X の 汽船 は大 あわてです、 備えつ け 



の 砲に 弾 を こめて いるう ちに、 潜水艦 はもう、 砲撃が 

できない ほど、 船底 間近に とびこんで 来たので す。 

X の 攻撃 機 は、 潜水艦からの 砲撃 を さける ためにす 

こし 離れて 飛んで いたので、 あっと 気の ついた ときに 

は、 もう 潜水艦 は、 グ ルリと 半 廻転して、 味方の 船底 

にぴ つ たりと 附 いてし ま つ た あとでした。 

「こり や、 弱った な」 

さすがの 大 汽船 も、 爆弾 を 懐中に しまって いるよう 

で、 気味の 悪さったら ありません。 爆雷 を 水中へ 投げ 

て もよ いのです が、 下手 を やる と、 爆発した 拍子に、 

日本の 潜水艦の 胴中に 穴 を あける ばかり か、 自分の 船 



底に も 大孔を あけて しまわない とはいえ な いのです。 

そんな 危険な ことが どうして 出来ましょう。 

「こいつ は 困った」 

攻撃の 姿勢 をと つて、 空中 高く 舞い 上った X の 飛行 

せっかく 

機 も、 同じような 嘆声 を あげました。 折角 爆弾 をお と 

してやろうと 思った こ とも 今 は 無意味で す。 敵軍の 指 

なみだ く や 

揮 者た ち は、 無念の 泪を ポロ ポロと おとして、 口惜し 

がりました。 

そこへ もってき て、 折 悪しく 暮方 になり ました。 い 

ままで 明るかった 海面が、 ずんずん 暗くな つて ゆき ま 

す。 西の 空に は、 鼠色の 厚い 雲が、 鉄筋 コンク リ— ト 



の 壁の ようにた てこめ ている ので、 大変 早く 夕闇が 翼 

を 伸ばし はじめました。 夕日の なごりが 空の 一 部を染 

たち ま 

め、 波頭 を 赤々 と 照らした と 見る 間もなく、 忽ち 光 は 

あ 

褪せて、 黒々 とした 闇が 海と 空と を 包んで ゆきました。 

にわかに 訪れる 夜！ 

それ こそ 気の毒に も、 睨み合った 相手の 位置 を、 ひ つ 

くりかえす のでした。 

「救いの 駆逐艦 を 呼べ！」 

「その 辺に X X X X の 潜水艦 はいない か」 

「飛行機が 下りて 来た ぞ、 ガソリンが なくなつ たらし 

い」 



そんな ざわめきが、 X の 汽船の 上に 起り ました。 

さっきまで 笑顔で いた 船員た ち は、 それ もこれ もい い 

合わせた ように、 唇の 色 をな くして いました。 

「船長。 どうも 変です」 

一人の 通信 手が、 あたふたと 船橋に 上って きました。 

「どうしたの だ」 

あから 顔の 太った 船長が、 思わず 心臓 をド キリと さ 

せて、 通信 手の 顔 を 見つめました。 

「日本の 潜水艦が いないの です。 さっきから、 水中 を 

伝わって 来て いた 敵 艦の スク リュ ー の 音が、 バタリと 

しなくな りました」 



ガラガ ラガラ 

積 荷 もボ— トも 船員 も 一 緒に 空中へ 舞い あがり まし 

た。 つづいて 巻 上る 黒煙 —— 船 は 火災 を 起して 早く も 

沈み かけて います。 

大胆不敵の 戦術に よって、 地獄の 中から 生 を 拾い あ 

げた 第 八 潜水艦 は、 はるか 離れた 海上で X 船の 最期 を 

見送る と、 もう 前進 を 始めました。 

艦長の 元気な 号令が 聞え ます。 

「僚艦の 後 を 追って 水面 前進！ 進路 は 北東 北、 速力 

一 一十 ノット」 



目 ざす X の大商 戦隊 

わが 頭の 上に あり！ 

鼻 を つままれても 判らぬ ような 暗夜 を、 前進 また 前 

進です。 海面 は 波立って いるら しく、 艦 体が しきりに 

もま わ ま， t9 

第 八 潜水艦の 艦長 清 川 大尉 は、 司令塔の 上に 儼然と 

立ち つづけて います。 

「通信 兵！」 と 艦長 は 呼びました。 



した。 

「本 艦ハ 唯今、 X 国ノ 商船隊 ト 覚シキ モノ ヨリ 発シ 

タル 無線電信 ヲ 受信 シ タリ。 ヨリ テ 方向 ヲ 探知 スル 

二 東南東 ナリ。 警戒 セョ」 

「うむ」 

艦長 は 呻り ました。 

「いよいよ 出 あいます かな」 

近づ い た 先任将校が 嬉しそうに いいました。 

この頃、 X の 商船隊 は、 わが 潜水 戦隊の 旗艦が 発見 

したよう に、 パナマ運河 を 後に して、 ハワイへ 向け 航 

行中で ありました。 日本 潜水艦 近くに ありと 知って、 



五隻 からなる 巡洋艦 隊が 厳重に 守って います。 夜に 入 

ると、 X の 司令官 は 四十 七隻 から 成る 大 商船隊 をぐ ッ 

と 縮め、 五 列に 並んだ 商船と 商船との 左右の 距離 も 非 

常に 狭くな リ、 前後 も 出来るだけ 寄りました。 その 前 

と 後と に 巡洋艦 を 一隻ず つお き、 のこりの 二 艦 は、 い 

つも 商船隊の 周囲 を まわりながら 見張 を するとい う 用 

、し y 力 リ て ^9 

無理 もありません。 この 商船隊が 無事に ハワイへ 着 

くと 着かぬ とで は、 X 国 艦隊の 力が 非常にち がって く 

るので すから。 

「艦長、 いよいよ 本 艦 は 本隊と 一緒になる ことが 出来 



ました。 本 艦 は 今や 第 五番 艦と して 列 内に 加わり まし 

た」 と 副 長が 説明 をいた しました。 

とうとう、 第 八 潜水艦 は、 本隊に 帰りつ いたのです。 

水中 聴音機が 盛んに 活躍して、 旗艦との 間に 作戦上の 

打合わせが 行われて います。 

「潜航 三十 メ ー トル、 一 時機 関 停止 ッ」 

いよいよ 潜水 戦隊 は、 海底 深く もぐりこみました。 

「X ノ 商船隊 ハ、 今ャ、 本 戦隊 ノ 頭上 ヲ 通過 セント 

ス。 カネ テノ 作戦 二 基キ、 各艦ハ 連絡 ヲ失ゥ コトナ 

ク、 一挙 二 シテ、 X 船隊 ヲ 撃滅 ス べシ」 

この 命令が 旗艦から 発せられて 間もなく、 X の 商船 



中す るの を 見守つ ている 間もなく、 

「潜航！ 二十 メ ー トル」 

艦長 は 号令し ました。 一 旦 魚雷 を 発射した 上から は、 

どうせ X に 気づかれ るの は 知れて いますから、 その 攻 

撃 を さける ために、 すばやく 海底へ もぐりこん だので 

す。 もう 潜望鏡 もす つか リ 水面下に 没して、 樽の よう 

な 艦 内から は、 なんにも 見えません。 旗艦から 発する 

連絡 号令が、 水中 を 伝わって、 こっちの 聴音機に 感じ 

るば かりです。 —— 深度 計の 針が、 気持よ く 廻り 始め 

ました。 

水面下 九メ— トル、 十メ— トル、 十一 メ— トル …… 。 



ど ど ど 。 

鈍い、 それでいて 艦の 壁に ピリ ピリと こたえる 異様 

な大 音響が しました。 すくなくとも 五隻、 多ければ 十 

隻の X 船の 胴中に 魚雷が 当って 爆発した のです。 

「う ッ、 命中 だッ」 

「やった ぞ。 万歳」 

射手 は その 場に 躍り あがりました。 

続いて 次から 次へ と、 遠くに 又 近くに、 物凄い 響で 

す。 海面 上の 商船隊の 狼狽の ありさまが 手に とる よう 

です。 こう なれば、 しめた もの、 ついでに 残る 商船 を、 

やつ つけて しまわなければ なりません。 



各 艦 は 更に 第二 回の 魚雷 発射に 移りました。 

ど ど、 ど ど、 ど ど— ン。 

、、ゝ 、 、、ゝ ゝ 、、ゝ / o 

力 力 カ^ 1 、ノ 

きも 

サイレンが 海上に 鳴り ひびく。 胆を 潰した 護衛の 巡 

洋艦 は、 サッと 数条の 探照灯 を 海面 上に 放って、 ふり 

動かしました。 しかし わが 潜水艦 は、 あま リ 間近に い 

るので す。 しかも 商船隊の 真 唯 中です から、 商船 自身 

が 邪魔に なって 一向 先が 見えません。 きき 目の ない の 

は 探照灯ば かりではありません。 二十 六 門ず つも ある 

おびた だ 

夥 しい 大砲が 一 向 役に立ちません。 

そこへ また、 あちこちで 魚雷が 命中して、 大 爆発が 



起る。 重油が 燃え 出す。 積み こんだ 火薬に 火が ついて 

爆発が さらに 一段と 激しくなる。 そうなる と 二 個 師団 

の X 国 陸軍の 兵士た ち は、 ポンポン 空中 高く 跳ねとば 

される。 商船 同士 衝突す る …… 。 

X が 日本の 潜水艦 を 恐れて、 五十 隻 もの 商船隊が 無 

理 にお 互の 距離 を 縮めて いた こと は、 大変な 失敗 だつ 

たのです。 

いや、 もう 滅茶苦茶の 大勝 利です。 

第 八 潜水艦 は、 奮戦 また 奮戦です。 清 川 大尉 は、 汗 

と 油と で、 顔面が ベ トべト に 光って います。 乗組員た 

ち は、 あまりの 奮闘に、 腰から 上 は 赤裸に なり、 その 



上に 水兵 帽を のせて、 戦って います。 

「魚雷 撃 方 やめ ィ」 

艦長 は 号令 を かけました。 

「潜航 中止、 直に 浮き 上れ」 

ここまで くれば、 もう X の 大部分 はやつつ けられた 

はずです。 この 上 は、 残りの X 船 を、 甲板 上の 大砲で、 

撃って 撃つ て 撃ちまくろう という 清 川 大尉の 考えです。 

水面に 出て 見る と、 何とい うこと でしよう。 海上に 

はもう ねらう ベ き X 艦 X 船の 姿はありませんでした。 

よくも まァ 沈没した ものです。 

「各 艦 集合 ッ」 



旗艦から、 新たな 命令が きました。 

第 八 潜水艦 は、 まるで 疲を 知らない 元気で、 旗艦の 

そばへ 急ぎました。 既に 第 十一 号が 着いて いました。 

-P や 

稍 遅れて、 第 九 号が 急いで やって来ました。 逃げる 輸 

送 船 を追蚯 けて いたのです。 

しかし、 その 残りの 第 十 潜水艦 は、 一向に 集って く 

る 気色が ありません。 旗艦から は 改めて、 無線電信 だ 

の、 水中 信号な ど を 送って みました。 

「どうしても、 答がない。 第 十 号 は、 どうしたの だろ 

う」 

悲しむべき 想像 —— それが だんだんと、 色 も 濃く、 



n ゥゲキ 

「吾 ガ 連合艦隊 ハ 今ャ x 国 艦隊 ニ対シ テ 攻撃 ヲ加 ェ ン 

トシ、 南洋 〇〇 群島 ノ 根拠地 ヲ 進発、 真東 二 向 ッテ航 

行中 ナリ。 x 艦隊 ハ既ニ ハワイ パ— ル 軍港 ヲ出 デテ、 

大挙 西 太平洋 ニ向ィ タリ。 太平洋 大海 戦 ハ遂ニ 開 カレ 

ン トシ、 皇国 ノ 興廃 ト 東洋 ノ 平和 ハ、 正 ニコ ノー 戦 二 

懸 レリ。 貴 第 十三 潜水 戦隊 ハ X 国 艦隊 ノ 航路 ヲ 追ィ、 

機会 ヲ求 メテ X ノ 主力 戦隊 二 強襲 スべ シ。 終」 

ああ、 第 十三 潜水 戦隊の 新たな 任務 —— これ こそ 待 

ちに 待った る 最大の 機会です。 祖国 をね らう 憎むべき 

X の 強力 艦隊と 一 戦 を 交える こと は 帝国 軍人の 最も 本 

懐と すると ころです。 さァ 行こう 光栄 ある 戦場へ！ 
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